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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１１月１２日 

件   名 「足立区くらしフェスタ（消費生活展）」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業政策課 消費者センター 

内   容 

１ 目的 

消費者生活グループの活動成果の展示と、官公庁・生活関連企業等の情

報提供により、区内消費者の消費行動について意識啓発を図ることを目的

に実施した。 

２ 開催日時  

１０月２６日(土) 午前１０時～午後４時 

３ 会場 

エル・ソフィア 

４ テーマ 

  「エシカル消費で思いやり」 

５ 参加者数 

８１２人（令和５年度 ７０３人） 

６ 主なイベント参加状況等 

（１）エシカルの木（３７１人） 

エシカル関連ブースで学んだことの中で、自分にもできる思いやりの

行動を葉っぱ（紙）に書いて木に貼る。 

〔景品〕紙製ポットで環境にやさしいミニトマト等の栽培セット 

竹の繊維を配合したマグカップ 

（２）クイズラリー（中学生以上３８４人） 

会場内２９ブースのうち、２０ブースで出題。消費生活などに関する

クイズに答え、スタンプを１０個以上集め、抽選で景品がもらえる。 

〔景品〕区内菓子詰合せ、消費者センター啓発グッズ 

（３）子ども向けお買い物ゲーム（小学生以下２１４人） 

楽しみながらお金の使い方を学ぶ機会にするため、小学生以下のクイ

ズラリー参加者には、《くらしフェスタ専用紙幣》を配付し、その専用

紙幣で駄菓子を購入する。 
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７ 参加者の声 

（１）非常に勉強になり、楽しくてワクワクするイベントだった。また是非

開催してほしい（40代） 

（２）子どもにエシカル消費を考えてもらうきっかけになった（30代） 

（３）お買い物ゲームが子ども向けの消費者教育になるのでよかった（70

代） 

 

８ 今後の方針等 

  消費者団体及び関係団体へ働きかけて、出展者数及び体験ブース数を増

やし、「エシカル消費」について、一定の周知を図ることができた。 

  今後も、さらなる集客増を目指し、効果的な周知方法について検討を

していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年１１月１２日 

件   名 起業家交流会の開催について 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内   容 

１ 目的・概要 

創業者同士が交流することで、人脈の拡大やビジネスパートナー

の確保を促し、持続的な成長を支援するため、概ね創業５年未満の

個人・法人を対象とした「起業家交流会」を開催する。 

２ 日時及び会場 

１２月１２日（木）１４時３０分から１７時 

東京芸術センター２１階 天空劇場（足立区千住一丁目４番１号） 

※ 昨年は勤労福祉会館（綾瀬地域）で開催。千住地域での開催要

望が多かったため、会場を変更。 

３ 定員 

５０名 

４ 内容 

（１）ミニセミナー 

ア テーマ 

「その時会社はどうする？ 自然災害等の経営リスクから顧

客や従業員を守るために今から備えるジギョケイ」 

※ 「ジギョケイ」：事業継続力強化計画 

イ 講師 

足立区マッチングクリエイター（中小企業診断士） 

（２）令和６年度創業プランコンテスト受賞者事業内容発表 

（３）フリー交流会 

５ 広報について 

公社ニューストキメキ、足立区公式ホームページ・ＳＮＳ、設立

後５年以内の区内法人へのダイレクトメール及び創業者対象のメー

ルマガジン等により周知する。 

６ 今後の方針等 

今回の交流会は創業者を広く募る形としてから２回目の開催とな

る。今後も創業者のニーズに沿った交流会を継続して実施する予定

である。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年１１月１２日 

件   名 
令和８年３月開園予定の足立区区民農園「谷中ファーム」の計画中止

について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

 谷中ファームの土地所有者が令和 6 年 7 月に急逝されたことにより、

令和 8 年 3 月開園予定だった谷中ファームの計画を中止する。 

 

１ 今後の対応 

  谷中ファームは設計委託契約中（※）であるが、途中契約解除し、

前払金及び現地調査等これまでの作業費用を支出する。残額は繰り戻

しし 3月補正で減額補正する(現時点で支払いが確定している金額は、

前払金 1,300,000 円)。 

 ※ 設計委託契約（パークイノベーション推進課に執行委任） 

   ① 受託者  （株）東北構造社（7 月 4 日契約確定） 

   ② 契約金額 4,444,000 円 

   ③ 契約期間 11 月 29 日まで 

 

２ 計画への影響 

  区民農園は、令和 11 年度まで毎年度 1 園ずつ開設予定であるが、

令和 8 年度は「開設なし」とする。 

 

３ 従前の谷中ファームの計画 

  【令和 6 年度 設計‐令和 7 年度 工事‐令和 8 年 3 月 開園予定】 

6 年度 7 年度 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
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設計 

～11/29 

工事 

10 月～2 月 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和６年１１月１２日 

件   名 第５回あだち農産物品評展示会の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

 「第５回あだち農産物品評展示会」を以下の通り開催する。 

 

１ 目的 

  区内農業者が栽培した農産物の優劣を競うことにより栽培技術と

品質の向上を図るとともに、区内農産物直売所の周知により農業者の

収益の向上に寄与することを目的とする。 

 

２ 日時 

  令和６年１２月２０日（金） 

（１）品評展示 午前８時３０分～正午 ※ 展示物は販売しない 

（２）野菜販売 午前１０時３０分～無くなり次第終了 

 

３ 場所（品評展示、販売） 

  足立区役所 中央館１階 アトリウム 

 

４ 出品予定物 

  区内産農産物（コマツナ、ブロッコリー、ダイコン、花き 等） 

 

５ 褒賞 

  特別賞１４点、優秀賞１６点 

 

６ 主催 

  東京スマイル農業協同組合、足立区 

 

７ 後援 

  足立区観光交流協会 

 

８ 協賛 

  東京スマイル農業協同組合足立直売部、東京都農業共済組合 

 

９ 広報 

  １２／１０号あだち広報に掲載 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和６年１１月１２日 

件  名 あだち区民まつり「Ａ－Ｆｅｓｔａ ２０２４」の開催結果について 

所管部課名 一般財団法人足立区観光交流協会、産業経済部 産業振興課 

内  容 

令和６年１０月１２日（土）、１３日（日）に実施した、あだち区民まつり 

「Ａ－Ｆｅｓｔａ ２０２４」の結果について、以下のとおり報告する。 

１ 総来場者数について 

 令和５年度 令和６年度 前回比 

土曜日 
１０／７（晴） 

１５０，０００人 

１０／１２（晴） 

１６０，０００人 
＋１０，０００人 

日曜日 
１０／８（曇） 

２２０，０００人 

１０／１３（晴） 

２１０，０００人 
△１０，０００人 

計 ３７０，０００人 ３７０，０００人      ０人 

 

２ ＳＤＧｓの取り組みについて 

（１）エコ容器等の使用 

  エコ容器（リユース食器含む）が使用可能な飲食物を販売した４０団 

体のうち、３１団体がエコ容器を使用した。 

（２）リユース食器の使用 

ア 使用結果 

利用希望のあった５団体に、観光交流協会でレンタルしたリユース食

器を配付した。これまでのイベントとの比較は、下表のとおり。 

 食器  準備数 使用数 未返却 

あだち区民 

まつり 2023 

小皿 

コップ 
２，１００ １，７４０ 

５０ 

（未返却率２．９％）

あだち区民 

まつり 2024 

お椀 

コップ等 
４，０００ ３，４４０ 

７２５ 

（未返却率２１．１％）

  イ 未返却率について 

お椀、小皿、コップを使用したが、特にお椀の未返却率が高かった。

お椀は、何もマークが入っておらず、捨てる容器との区別がつきにくか

ったためと思われる。未返却分については、実費補償するレンタル契約

となっているため、７６，０８１円（＠９５．４×７２５×１．１）を

協会がリユース食器のレンタル事業者へ負担する。 

  ウ 次回への対応策 

今回のお椀のように、捨てる容器と見分けがつきにくいものは、出
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店者が販売する際、返却する食器であることを購入者に必ず伝えるよ

う要請していくとともに、返却場所である「ごみステーション」に、

遠くからでもリユース食器返却場所であることを視認できる表示を行

う。また、今後のイベントにおいては、当協会がリユース食器をレン

タルし、出店者に使ってもらう形式から、全ての出店者が、エコ容器

やリユース食器を自前で用意できる方策を検討していく。 

（３）テント表示 

  ア 庁外１５団体、庁内２９課が、取り組みについてのテント表示を実

施。 

イ 来場者の取り組みを促す表示を、会場内各所に掲示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 来場者の声について 

（１）生ごみの乾燥機が気になっていたので、説明をきけて良かった。お菓子

まきやミニＳＬなど、子どもは参加型のものを楽しめました。 

（２）人命救助の様子を見ましたが、迫力がありました。起震車や消火活動

も体験できたし、簡易トイレも初めて見ることができて良かったです。 

（３）「ごみステーション」は、ごみが増えやすい子連れにとって、ありがた

かった。また、以前は出展者から渡されるビニール袋が多かったが、減

ってきている印象を持った。チラシはまだ多いかなと思います。 

 

４ 今後の方針等 

（１）ＳＤＧｓの取り組みについては、リバーサイドバザー出店者の公募に

おいて、エコ食器の使用を必須条件とした。結果として、公募枠で当選

し出店した全１６団体がエコ容器を使用した。次回の公募でも継続する

とともに、他の団体については、出店料のエコ容器減額の取り組みを継

続し、全団体がエコ容器を使用することを目指していく。 

（アの例）足立区少年団体連合協議会 （イの例） 
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（２）災害対策課が、消防演習や防災チャンバラ等を、「あだち区民まつり」

にて初めて実施し、これまでのイベントではなかった体験を提供するこ

とができた。今後も、庁内外と連携し、イベント来場者にとって今後の

生活に有益となる体験や情報を提供していく。 
（３）千住地域を中心に活動する「路地裏寺子屋 rojicoya/ろじこや」による

「足立姫クラフトビール」販売など、新たな出店、販売が加わった。今後

も、新たな区内団体・企業や区外の関係団体等の出店拡大に努めていく。 
（４）令和７年度は、千住宿開宿４００周年であり、次回の「あだち区民まつ 

り」では、関連する特別な出店や企画を検討していく。 

 


